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東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
か
ら
11
年
、
い
ま

だ
ふ
る
さ
と
に
戻
れ
な
い

人
た
ち
が
8
万
人
近
く
も

お
り
、
福
島
県
民
、
原
発

事
故
被
災
者
へ
の
負
担
は

続
い
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
を
返
せ
、生
業
を
返
せ
。

原
発
訴
訟
で
国
と
東
電
の

責
任
が
あ
ら
た
め
て
鮮
明

と
な
り
、
裁
判
闘
争
は
最

高
裁
判
決
を
待
つ
状
態
で

す
。気
候
危
機
と
、ロ
シ
ア

軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
戦
争
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
危

機
が
深
刻
化
す
る
い
ま
、

原
発
に
依
存
し
な
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
講
師
に
本
田
由
紀

教
授（
東
大
大
学
院
を
招
き
、

「
賃
金
が
25
年
間
も
上
が
ら

な
い
日
本
は
、
世
界
で
は
非

常
識
。
労
働
者
、
国
民
を
な

い
が
し
ろ
に
す
る
国
家
（
政

治
）
に
は
未
来
は
な
い
。
」

と
厳
し
く
批
判
。
労
働
団
体

が
市
民
に
見
え
る
形
で
フ
ェ

ス
タ
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

を
評
価
し
、「
今
が
正
念
場
、

労
働
組
合
が
本
気
に
な
っ
て

賃
上
げ
の
声
を
経
営
者
に
ぶ

つ
け
て
欲
し
い
。
ご
ま
か
し

の
労
使
交
渉
で
は
な
く
、
日

本
経
済
再
生
に
は
本
物
の
労

働
運
動
が
必
要
だ
。
」
と
画

像
を
使
っ
て
熱
っ
ぽ
く
解

説
。リ

レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
公

務
現
場
で
の
最
賃
割
れ
、
青

年
労
働
者
の
将
来
不
安
や
業

務
委
託
の
最
賃
張
り
付
き
の

実
態
報
告
。

出
版
流
通
セ
ン
タ
ー
で
働

く
仲
間
は
、
就
業
時
間
中
に

当
日
の
業
務
量
で
イ
キ
ナ
リ

早
退
を
命
じ
ら
れ
、
さ
ら
に

「
ノ
ー
ワ
ー
ク
、
ノ
ー
ペ
イ
」

と
の
理
由
で
早
退
時
間
分
の

時
給
を
受
け
ら
れ
ず
、
職
場

で
は
生
活
の
た
め
仕
事
の
取

合
い
が
起
き
て
い
る
事
が
吐

露
さ
れ
、
一
五
〇
〇
円
実
現

の
切
実
な
訴
え
が
響
き
ま
し

た
。東

京
医
労
連
・
女
性
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
「
サ
イ
チ
ン
音

頭
」
の
踊
り
が
会
場
を
盛
り

上
げ
、「
い
ろ
そ
ら
合
唱
団
」

が
日
本
と
韓
国
の
労
働
歌
を

披
露
し
て
参
加
者
を
励
ま
し

ま
し
た
。

ま
た
「
一
五
〇
〇
」
に
掛

け
て
食
料
支
援
品
は
、
一
五

〇
〇
円
相
当
分
の
お
米
や
パ

ス
タ
を
北
区
労
連
と
北
民
商

の
協
力
で
準
備
し
、
約
一
七

〇
セ
ッ
ト
を
配
布
。
「
イ
ベ

ン
ト
が
無
く
な
り
生
活
が
厳

し
い
。
集
会
や
祭
事
が
あ
っ

た
ら
声
を
か
け
て
欲
し
い
」

と
大
道
芸
人
の
青
年
が
立
ち

寄
り
、
笑
顔
で
お
米
と
受
け

取
る
姿
も
。
労
働
・
生
活
相

談
に
も
取
り
組
み
、
来
場
者

ア
ン
ケ
ー
ト
は
一
三
〇
人
分

を
集
約
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
で
生
活
悪
化
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
東
京
地
評
は
、
賃
金
底
上

げ
で
暮
ら
し
と
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
す
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
5
月
29
日
に
王
子
駅
前
公
園
で

開
催
。
北
区
は
最
低
賃
金
の
生
計
費
調
査
で
東
京
都
モ
デ
ル
と
し
た
地
、
真
夏
を
思
わ
せ

る
青
空
の
下
、最
賃
近
傍
で
働
く
仲
間
が
早
期
に
時
給
一
五
〇
〇
円
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

福
島
県
浪
江
町
津
島
地

区
、
か
つ
て
人
々
の
営
み
が

あ
り
、
小
さ
く
と
も
幸
せ
な

暮
ら
し
の
あ
っ
た
村
。
か
つ

て
「
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
村
」
の
あ
っ

た
村
。
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
能
汚
染
で
、
ふ

る
さ
と
を
愛
し
て
や
ま
な
い

住
民
が
帰
れ
な
い
村
に
な
っ

て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な
い

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
地
域

が
、
福
島
県
内
に
広
範
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

5
月
15
日
、
東
京
地
評
は

都
民
連
と
共
催
し
、
脱
原
発

運
動
と
全
国
で
た
た
か
わ
れ

て
い
る
原
発
被
災
者
訴
訟
に

つ
い
て
学
習
交
流
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

・
森
住
卓
さ
ん
の
講
演
は
、

福
島
第
一
原
発
過
酷
事
故
に

よ
る
放
射
能
被
害
の
現
実

を
、
説
得
力
の
あ
る
写
真
と

取
材
で
迫
り
ま
す
。
原
子
炉

か
ら
漏
れ
た
放
射
性
物
質
は

風
に
乗
り
、風
下
の
村
・
町
を

汚
染
。
何
世
代
に
も
わ
た
り

身
を
粉
に
し
て
開
拓
さ
れ
て

き
た
農
村
は
住
め
な
く
な

り
、
定
点
カ
メ
ラ
は
野
生
動

物
が
朽
ち
果
て
た
住
宅
の
留

守
番
を
し
て
い
ま
す
。

過
酷
事
故
か
ら
11
年
、
止

ま
っ
て
い
た
各
地
の
原
発
は

再
稼
働
へ
動
き
出
し
て
い
ま

す
。
活
発
化
す
る
地
震
活
動

や
温
暖
化
に
よ
る
激
甚
災
害

に
原
発
が
耐
え
ら
れ
る
保
証

は
な
く
、
危
機
は
す
ぐ
そ
ば

に
あ
り
ま
す
。

事
故
の
半
年
後
「
1
0
0

年
は
帰
れ
な
い
」
と
言
わ
れ

た
被
災
者
は
、そ
れ
で
も「
ふ

る
さ
と
を
あ
き
ら
め
な
い
」

と
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
「
毒

を
撒
い
た
犯
人
を
許
す
こ
と

は
な
い
」
と
た
た
か
っ
て
い

ま
す
。
労
働
組
合
が
本
気
の

支
援
に
動
く
と
き
で
す
。

原
発
を
巡
る
情
勢
は
新
た

な
局
面
に
入
っ
て
い
ま
す
。

気
候
危
機
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
戦
争
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
を
逆
手
に
、
日

米
政
府
と
財
界
は
原
発
の
再

稼
働
、
稼
働
の
超
長
期
化
を

企
ん
で
い
ま
す
。

日
米
の
原
子
力
政
策
に
楔

を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
福
島
の
現
実
で
す
。
原

発
被
災
者
訴
訟
を
通
じ
て
事

故
原
因
と
責
任
を
究
明
し
、

原
発
（
核
）
が
人
類
と
共
存

で
き
な
い
事
実
を
国
民
的
な

世
論
に
押
し
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

国
策
の
誤
り
を
正
面
か
ら

正
す
大
き
な
力
は
被
災
者
の

た
た
か
い
と
支
援
の
運
動
で

す
。

福
島
原
発
事
故
直
後
に
燃

え
上
が
っ
た
国
民
的
な
脱
原

発
運
動
は
、
全
国
の
た
た
か

う
労
働
組
合
も
結
集
し
、
全

て
の
原
発
を
稼
働
停
止
に
追

い
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
策
を
転
換
さ
せ
る
に
至
ら

ず
、
運
動
の
熱
量
は
落
ち
て

い
ま
す
。
原
発
事
故
の
被
害

の
実
相
と
加
害
の
構
造
を
学

び
、
裁
判
闘
争
を
我
が
こ
と

と
し
て
支
援
し
、
原
発
訴
訟

全
国
連
の「
共
同
要
求
」を
基

本
に
運
動
の
再
構
築
を
す
す

め
ま
す
。

生
業
訴
訟
は
6
月
17
日
に

最
高
裁
判
決
が
確
定
し
ま

す
。
津
島
訴
訟
、
い
わ
き
市

民
訴
訟
の
た
た
か
い
と
連
携

し
て
い
き
ま
す
。

単
産
、
地
域
単
位
で
、
被

災
者
の
現
在
と
掲
げ
る
「
共

同
要
求
」を
、
原
告
・
弁
護
団

な
ど
当
事
者
（
地
評
で
紹
介

し
ま
す
）
の
生
の
声
を
聞
く

学
習
会
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

街
頭
宣
伝
、
署
名
、
院
内

集
会
や
省
庁
・
議
員
要
請
行

動
、
中
央
団
体
は
秋
の
行
動

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

国
の
原
子
力
政
策
推
進
の

「
壁
」
が
避
難
者
・
被
災
者

の
た
た
か
い
、
汚
染
水
の
海

洋
放
出
問
題
で
す
。
脱
原
発

運
動
は
、
避
難
者
・
被
災
者

を
支
援
す
る
大
衆
的
裁
判
闘

争
の
勝
利
を
つ
う
じ
て
実
現

で
き
る
も
の
で
す
。

脱原発運動と福島原発訴訟脱原発運動と福島原発訴訟
これだけの被害で原発と共存できるのかこれだけの被害で原発と共存できるのか

あ
や
ま
れ
、つ
ぐ
な
え
、な
く
せ

被
災
者
の
た
た
か
い
に
学
び

定価 1部40円（送料別）

人の住めなくなった村の調査取材を講演する森住卓さん

原
発
被
災
者
訴
訟

最
高
裁
判
決
で
最
終
局
面
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生業訴訟・最高裁前行動

ワクワクおうじ
はたらくフェスタ
ワクワクおうじ
はたらくフェスタ

真夏日となった王子駅前公園で開催
リレートークで最賃引上げを話す仲間

lapaz@chihyo．jp
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東
京
地
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ア
ク
セ
ス

原発ゼロへ
運動の強化を


